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 要  旨 
医療診断などに用いられる物体断層画像を推定する問題を画像再構成問題といい，画像再構成問
題を計算機を用いて解く手法を Computed Tomography(CT)という．この技術は非破壊検査の手
法として様々な分野で広く利用されている． 
 
画像再構成問題は，投影定理に基づいた画像再構成手法を用いている場合が多く，従来手法では
観測時に重畳されるノイズを考慮して再構成を行っていない場合が多かった．しかし，再構成を
行うための観測データを得る測定には X線などの放射線を照射する場合が多く，この照射する信
号と観測ノイズの間には正の相関がある．そこで，近年では画像処理分野における Bayesアプロ
ーチの発展により画像修復の技法が取り入れられ，重畳されるノイズを考慮した再構成手法も提
案されてきている． 
 
本研究では，その Bayesアプローチに基づき，“4次元MRFを用いた Bayes断層画像再構成法”
を提案する．Bayes アプローチにおける事前分布には，近年提案されてきている臓器の動きを映
像化する 4次元 X線 CTなどに対応するように，4次元のマルコフ確率場(Markov random field：
MRF)を採用する． 
 
さらに，提案手法の精度を他手法と比較するため，計算機シミュレーションを行った． 
計算機シミュレーションは，観測の際に重畳されるノイズをガウスノイズとポアソンノイズの 2
種類について行った． 
ガウスノイズを重畳した結果については，提案手法は他手法と比べて良好な結果が得られたが， 
目視による細かい構造の保存性の比較の結果は，他手法と比べ提案手法が優位であるということ
はできなかった．一方，ポアソンノイズを重畳した結果については，提案手法は他手法と比べ多
くの場合で良好な結果が得られたが，ノイズの影響が極端に大きい場合や小さい場合には他手法
より PSNR値が低くなり，モデルの定義に用いていないノイズが重畳された場合のハイパーパラ
メータ推定が困難であることが分かった．しかし，目視による細かい構造の保存性はガウスノイ
ズを重畳した場合より良い結果を示し，PSNR値も他手法より向上した． 
 
